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会社説明会資料

株式会社 サッポロドラッグストアー

経 営 理 念

『健康で 明るい社会の実現に貢献する』
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１．経営理念

健康で明るい社会の
実現に貢献する

健康的で快適な

美しく充実した

異性的魅力のある

暮らしを実現する

企業コンセプト
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２．会社概要

1242名

（内、パート社員およびアルバイト700名）〔2011年2月15日現在〕
従 業 員 数

株式会社サッポロドラッグサポート連 結 子 会 社

132店舗〔2011年5月15日現在〕

ドラッグストア 121店舗

調剤薬局 11店舗

4億39百万円〔2011年2月15日現在〕

代表取締役社長 富山 睦浩

1972年（昭和47年）12月

店 舗 数

資 本 金

代 表 者

創 業

医薬品・化粧品・食品などの販売事 業 内 容

北海道札幌市北区太平三条一丁目2番18号本 社

1983年（昭和58年） 4月設 立

株式会社サッポロドラッグストアー会 社 名
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３．会社沿革

ジャスダック証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、
大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場に上場

共同仕入機構ニチリウグループへの加盟契約を締結

札幌証券取引所へ重複上場

2010年4月

2010年6月

2010年11月

CJ Olive Young 株式会社と業務提携契約を締結2010年4月

株式を１：２に分割2005年5月

日本証券業協会への店頭登録を取消し、ジャスダック証券取引所に株式を上場2004年12月

株主優待制度の新設2004年9月

日本証券業協会に株式を店頭登録2003年10月

株式会社サッポロドラッグサポートと薬事法における薬種商販売業についての販売委託契約を締結2002年3月

株式会社マツモトキヨシと業務提携契約を締結2001年10月

100％出資子会社 株式会社サッポロドラッグサポート（札幌市北区、資本金10,000千円）を設立2000年12月

株式会社ニッドとボランタリーチェーン加盟契約を締結1999年11月

株式会社サッポロドラッグストアー（資本金10,000千円、札幌市北区太平三条四丁目23番地57）設立1983年4月

調剤業務開始1982年3月

医薬品・化粧品等の販売を目的として、札幌市西区（現手稲区）にてサッポロドラッグストアー創業1972年12月
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Ⅱ. 事業内容

・ドラッグストア事業

・調剤薬局事業
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ドラッグストア事業の紹介
シティードラッグ

ド ラ ッ グ ス ト ア

スーパードラッグ

メ ガ ド ラ ッ グ

店舗面積：

５０坪～１５０坪

取扱分類：

ヘルス＆ビューティー中心

立地：都市中心部

テナント

店舗数：１０店舗

店舗面積：

１５０坪～２５０坪

取扱分類：

すべての分類

立地：商業集積地

ロードサイド

店舗数：６８店舗

店舗面積：

２５０坪～３５０坪

取扱分類：

すべての分類

ヘルス＆ビューティーの他
にも、食品・酒・日用雑貨
の強化がなされている

店舗数：４０店舗

店舗面積：

500坪～700坪

取扱分類：

すべての分類

ヘルスケア・ビューティー
ケアなどの専門性と食品、
酒などのディスカウントの
融合

店舗数：３店舗

クレアーレパセオ西店

（札幌市北区）

南11条店

（札幌市中央区）

中の島店

（札幌市）

4つの
フォーマット

苫小牧柳町店

（苫小牧市）
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ビューティー特化型大型店

店舗データ

住所 ： 札幌市豊平区

売場面積 ： 約650坪

特徴 ：ビューティー特化

フェイシャルエステ

＠コスメコーナー

中の島店
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屯田店 大型店 フード＆ドラッグ

店舗データ

住所 ： 札幌市北区

売場面積 ： 約655坪

特徴 ：フード＆ドラッグ

道内最大級



11

調剤薬局事業の紹介

３つのタイプの調剤薬局を運営

①門前薬局 （病院の前で処方箋を受ける）

②ドラッグストア併設調剤薬局

③メディカルモール内調剤薬局
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Ⅲ．経営成績

１．2011年2月期総括
２．連結業績
３．売上高構成比
４．商品分類別実績
５．販売費及び一般管理費
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１．2011年2月期 総括

○猛暑効果による売上増加

○営業時間延長による深夜時間帯の需要を取り込み、売上増加

○ＥＳＬＰへの挑戦 ： チラシの削減と毎日お買い得価格の実施

○ヘルス売場の改装による、「買いやすい、相談しやすい」売場の実現

○ローコストオペレーション対策：自動発注システムの実験導入
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２．2011年2月期 連結業績

337＋2.0＋6330324当期純利益

計画比

（参考）

1.8＋0.12.01.9（経常利益率）

前年

実績
計画増減

±0.0

＋30

＋0.1

＋20

±0.0

＋27

±0.0

＋47

＋122

1.92.12.0（営業利益率）

21.721.321.3（販管比率）

23.623.423.4（売上総利益率）

0.80.90.9（当期純利益率）

8,907＋0.37,9167,889販売管理費

＋4.4

＋2.7

＋0.5

＋0.3

725724694経常利益

794775755営業利益

9,7028,6918,644売上総利益

41,12037,09236,970売上高

実績計画

2011年2月期

（単位：百万円、％）
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３．2011年2月期売上高構成比

1億16百万円不動産賃貸

15億50百万円調剤薬局

354億25百万円ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ

売上高事業内容

ベビーケア

9億23百万円

その他

8億42百万円

調剤薬局

16億14百万円

ヘルスケア

70億88百万円

ﾋﾞｭｰﾃｨｰｹｱ

82億03百万円

フード

127億07百万円

ホームケア

57億14百万円
売上高

370億92百万円

（2011年2月期）

※ドラッグストア事業には、

併設の調剤薬局売上高を含みます。
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４．商品分類別実績 （連結）

23.623.4100.041,120100.037,092合 計

26.225.62.39542.3842そ の 他

30.131.94.31,7524.31,614調 剤

13.313.833.413,72234.312,707フ ー ド

20.019.815.06,19115.45,714ホ ー ム ケ ア

12.412.42.71,1002.5923ベ ビ ー ケ ア

28.127.822.39,17222.18,203ビ ュ ー テ ィ ー ケ ア

38.237.720.08,22619.17,088ヘ ル ス ケ ア

’10年3月
期

（％）

’11年2月
期

（％）

構成比

（％）

売上高

（百万円）

構成比

（％）

売上高

（百万円）

荒利益率‘10年3月期‘11年2月期

○食品・・・・・・・・・・・チラシ削減・ＥＳＬＰ化による荒利益率改善

○ヘルスケア・・・・・・前期のマスク特需の反動
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５．販売費及び一般管理費の状況 （連結）

△0.23.91,6013.71,366地 代 家 賃

△0.11.24811.1406減 価 償 却 費

＋0.21.56231.7623販 売 促 進 費

－1.45641.4507水 道 光 熱 費

△0.31.35221.0386広 告 宣 伝 費

＋0.39.63,9619.93,669人 件 費

主

な

内

訳

△0.421.78,90721.37,916販売費及び一般管理費

売上比

（％）

金 額

（百万円）

売上比

（％）

金 額

（百万円）

売上比

増減

（％）

‘10年3月期‘11年2月期

○人件費比率の上昇 ・・・ 営業時間延長による人件費増加

○広告宣伝費比率の改善 ・・・ チラシ回数の削減と配布エリアの効率向上

○販売促進費比率の上昇 ・・・ ロイヤルカスタマー増加策としてのポイント企画増加

○地代家賃比率の改善 ・・・ 不採算店のスクラップ
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販売促進

○ポイント政策の強化

・買物100円につき１ポイント

・単品ポイント

・2倍デー、3倍デー
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'07年3月 '08年3月 '09年3月 '10年3月 '11年2月

69
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71
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74
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78

会員数 占有率千人 ％

○ＥＳＬＰ化（エブリデー・セイム・ロー・プライス）

・チラシの削減 ７回削減

・サツドラマンスリー

「毎日お買い得」 ・・・ 信頼・固定客化
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Ⅳ．今後の展開

１．売上高・店舗数推移
２．北海道のﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ情勢
３．ﾋﾞｼﾞｮﾝとﾏｲﾙｽﾄｰﾝ
４．中期経営計画
５．商品戦略
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１．売上高・店舗数推移
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店舗数

予想

※前期は、決算期変更に伴い10.5ヶ月決算となっております。
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２．北海道のドラッグストア情勢

道北道北

88店舗店舗

道央道央

6161店舗店舗

道東道東

3131店店

道南道南

2121舗舗

--そ の 他

100.01,891合 計

0.611
マツモトキヨシ

Ｈ

50.6957ツ ル ハ

0.816横浜ﾌｧｰﾏｼｰ

1.020コ ク ミ ン

2.751スズラン薬局

8.0152サ ン ド ラ ッ グ

21.7411当 社

シェア（％）
年商（億

円）
社 名

※2010年8月 ドラッグマガジン調べ

Ｄｒｇ 121店舗

調剤 11店舗

合計132店舗

《2011年5月15日現在》

北海道のドラッグストア売上当社の地域別出店状況
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３．ビジョンとマイルストーン

2010年3月期
売上高 411億円
経常利益 7億円

2010年 2014年

事業基盤の強化
新たな挑戦

展開・規模拡大

中期経営計画

売上高 500億円
経常利益 20億円

ビジョン

売上高 １０００億円
経常利益 ５０億円

ヘルス＆ビューティー業界で
北海道の

リーディングカンパニー
として北海道民に貢献
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４．中期経営計画

【数値目標】
売上高 500億円

経常利益率 ４％

①小商圏フォーマットの確立

②面調剤体制の構築

③300店体制のマネジメント構築

基本戦略

④教育・人事制度の再構築

⑤ローコスト・オペレーションの確立

⑥バーチカル・マーチャンダイジング
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狭小商圏・調剤併設店ﾌｫｰﾏｯﾄ
【狭小商圏フォーマット】 【調剤併設フォーマット】

フォーマットの特徴

競合が少ない

周辺人口が少ない

広域からの集客

地域の利便性の向上

フォーマットの特徴

処方箋取扱で集客に相乗効果

調剤により、収益向上

地域医療への貢献

2009年9月19日

浜頓別店

オープン

2010年9月4日

真駒内緑町店

オープン
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人口 5000人程度の狭小商圏への出店

利尻店出店（2011年5月19日）

利尻島への出店

利尻・利尻富士町

人口約5500人

主産業：漁業・観光
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新フォーマット開発 サツドラエクスプレス

【サツドラエクスプレス】

・売場面積 ： 100坪前後

・商圏 ： 500メートル程度

・品揃え ： カテゴリは通常店舗と同じ

ＳＫＵ数は、約半分

・チラシを入れないＥＳＬＰ店舗
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５．商品戦略

1億16百万円不動産賃貸

15億50百万円調剤薬局

354億25百万円ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ

売上高事業内容

ベビーケア

9億23百万円

その他

8億42百万円

調剤薬局

16億14百万円

ヘルスケア

70億88百万円

ﾋﾞｭｰﾃｨｰｹｱ

82億03百万円

フード

127億07百万円

ホームケア

57億14百万円
売上高

370億92百万円

（2011年2月期）

※ドラッグストア事業には、

併設の調剤薬局売上高を含みます。
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ドラッグストア（ＰＢ商品）
サッポロドラッグストアー ＰＢ

くらしモア （ニチリウ商品）ニッド （ボランタリーチェーン商品）

エリア ＰＢ

小売業では

当社のみの

取扱商品
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海外ＰＢ商品導入

2011年7月中旬より導入予定
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ＰＢ商品売上実績
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売上高

ＰＢ比率

百万円
％

【ＰＢ売上高とＰＢ比率の推移】

ニッド ニチリウ

※2011年2月期は

10.5ヶ月決算

【エリアＰＢ】

【自社ＰＢ】

【ボランタリーチェーン】
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Ⅴ．業績予想とトピック

１．通期連結業績予想の概要

２．最近のトピック

３．ＣＳＲ活動（企業の社会的責任）
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１．通期連結業績予想の概要

前年同期比

－

－

－

－

－

前年同期比

1.10.90.9（ 純 利 益 率 ）

2.11.52.0（経常利益率）

456－181330当 期 純 利 益

2.31.82.1（営業利益率）

23.923.623.4（売上総利益率）

2012年2月期

900－327724経 常 利 益

972－373775営 業 利 益

10,243－4,9718,691売 上 総 利 益

42,947－21,10537,092売 上 高

通期予想上期予想

2011年2月期

実績

（単位：百万円、％）
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１‐２．売上高 前年同月比

000.44.23月

011.73.54月

退店店舗新規出店既存店全店

出退店売上高 前年同月比（％）

月

月次報告

■平成24年2月期（自平成23年2月16日 至平成24年2月15日）

総店舗数 132店 （ドラッグストア 121店 調剤 11店） 平成23年5月15日時点

【震災の影響】

防災関連商品や生活必需品の買いだめ等が発生。

マスク、オムツ、電池、飲料、インスタント食品、缶詰、冷凍食品など。

売上高前年比 （3月12日～3月30日）

ホームケア用品＋94％ 医療用品＋31％ 紙おむつ＋38％ ベビー用品＋34％

女性用品＋24％
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２．最近のトピック
2010年4月28日 ＣＪオリーブヤングと業務提携

2010年6月21日 共同仕入機構ニチリウグループへの加盟契約を締結

2010年10月23日 サッポロ ヘルス＆ビューティーフェア開催

2010年11月8日 札幌証券取引所へ重複上場」

ニチリウグループ
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３．ＣＳＲ活動（企業の社会的責任）

・東北地方太平洋沖地震災害に対しての支援及び募金活動

札幌市を通じてマスク４０万枚を寄贈

店頭募金活動実施

・東北地方太平洋沖地震災害に対しての義援金の寄付

・北海道との「環境保全に関するパートナーシップ協定を締結」

・ＥＣＯポイントの導入

・そらぷちキッズキャンプを創る会への寄付



36

Ⅵ．株式の状況

１．株価の推移

２．株主還元のご説明

３．株主優待制度のご紹介

４．株主総会のご紹介
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１．株価の推移

２００３年１０月 日本証券業協会に株式を店頭登録

２００４年１２月 日本証券業協会からジャスダックへ株式上場

２００５年 ５月 株式を１：２に分割

２０１０年１０月 ジャスダック証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、

ジャスダック スタンダード市場へ移行

２０１１年 ３月 東北地方太平洋沖地震発生

※分割調整後株価
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当社にとって個人株主様とは

出資者お客様

応援団 ・経営に対する良き理解者
・ある時は、当社の宣伝部長
・ある時は、厳しいご意見番

ともに企業価値を高めていく大切なパートナー
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２．株主還元のご説明
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３．株主優待制度のご紹介
平成23年2月15日現在の当社株主名簿に記載または記録された株主さまにご所有株式数に基づき、

以下の「自社商品券」もしくは「名産品」及び「株主優待カード」を贈呈いたします。

株主様にはサッポロドラッグストアー店舗でご利用できる

5％割引株主優待カード（有効期間12ヶ月）」を贈呈したします。

※一部、割引対象外の商品がございます。
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４．株主総会のご紹介

○株主総会

札幌市内のホテルで開催

○株主懇親会

株主総会終了後開催
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ＩＲ担当者のご案内
ご清聴ありがとうございました。

【【ＩＲ担当者（お問合わせ先）ＩＲ担当者（お問合わせ先）】】

ＥＥ--mailmail：：sapporo@sapporosapporo@sapporo--
drug.co.jpdrug.co.jp

ＦＡＸ：ＦＡＸ：011011--（（772772））--75747574氏名：氏名：高野高野 徹朗徹朗

役職：役職：執行役員執行役員

経理部兼経理部兼経営企画室経営企画室

ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｼﾞｬｰｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｼﾞｬｰ

氏名：氏名：森森 久修久修

ＴＥＬ：ＴＥＬ：011011--（（771771））--81008100
役職：取締役管理役職：取締役管理本本部長部長

兼教育人事部ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｼﾞｬｰ兼教育人事部ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｼﾞｬｰ

本資料につきましては、株主・投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありま
せん。

本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。
また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。

また業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、
完全性を保証するものではありません。

本資料は、株主・投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、株主・投資家の皆様ご自身のご判断においてご
利用されることを前提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。


